
■アンケート実施状況

　令和8年3月6日発送～令和8年3月23日 

　※締切遅延分(3/30到着分まで）も集計

　郵送で配布し、回答用紙の返信またはWEB回答で回収

2,000 　通

908 　通 （郵送：606通、WEB：302通）

45.4 　％

①お住まいと隣家との間隔は、どちらにあてはまりますか。

②お住まいの半径100メートル以内は、どちらにあてはまりますか。

（３）お住まいの地区をお答えください。

市民アンケート調査　結果【単純集計】

　　　調査期間 ：

　　　対 象 者　： 　市内に住民登録がある満16歳以上の方々から無作為に2,000人を抽出

　　　実施方法 ：

　　　配 布 数  ：

　　　回 答 数  ：

　　　回 収 率  ：

A．あなたのことについて
（1）性別をお答えください。

（2）年齢をお答えください。

（4）暮らしている場所や住まいの形態について、①～③のそれぞれについて
　　  お答えください。

49.4% 50.3% 0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 その他
(n=903)

7.0% 9.8% 11.5% 15.4% 14.4% 21.2% 20.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

(n=905)

20.4% 11.2% 16.8% 12.8% 5.3% 8.4% 9.4% 6.1% 5.4% 4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

両津地区 相川地区 佐和田地区 金井地区 新穂地区

畑野地区 真野地区 小木地区 羽茂地区 赤泊地区

(n=907)

34.1% 65.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

隣家との間隔がほぼ無い（1メートル以内） 隣家まで距離がある（1メートルを超える）
(n=897)

58.5% 41.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家が１０戸以上集まっている 家が９戸以下の集まりである
(n=892)
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③お住まいの形態は、どれにあてはまりますか。

【その他】 ・寮、宿舎など（4） ・市営住宅(4) ・併用住宅（3） ・入所施設 など

【その他】 ・パート、アルバイト(17) ・医療、福祉（9） ・団体職員（5） ・シルバー人材(３) など

【その他】 ・介護タクシー ・シニアカー など

（5）佐渡市での通算の居住年数をお答えください。

（６）ご職業をお答えください。複数該当する場合は、主なもの１つ選んでください。

B．あなたの日常生活の行動について  
問１．日常生活(買い物、通勤・通学、通院など)で主に利用している移動手段を
　　　お答えください。あてはまるものをすべて選んでください。

　日常生活での移動手段として、83.9％の方が「自家用車」を主に利用しています。

88.0% 10.0% 2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

戸建て住宅 集合住宅（アパート・マンション） その他
(n=901)

1.4% 5.0% 3.4% 14.8% 13.1% 62.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1年未満 1～5年未満 5～10年未満 10～20年未満 20～30年未満 30年以上

(n=905)

6.1%
1.6%

5.7% 8.2% 8.0% 23.0% 6.7% 8.2% 8.9% 17.5% 6.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農林水産業 製造業 建設業 商業・サービス業
公務員 会社員 自営業 学生
主婦・主夫 無職 その他

(n=901)

83.9%

15.9%

11.4%

9.4%

6.3%

2.5%

1.7%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.自家用車

7.徒歩

6.送迎（家族等）

4.路線バス

3.自転車

2.バイク・原付

5.タクシー

8.その他

(n=903)
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【その他】 ・コープ等の生協（17） ・職場近くなど島内他地区(２) ・買い物代行 など

　防災組織や避難場所を「よく知っている」「ある程度知っている」は、合わせて約65％となっていま
す。

問２．公共交通(路線バス、タクシーなど)をどのくらい利用していますか。
　　　１つ選んでください。

　公共交通の利用頻度は、「ほとんど利用しない」と「全く利用しない」を合わせて約87％となっていま
す。

問３．日常的な買い物(食料品や日用品など)を主にどこで行っていますか。
　　　よく利用する場所等を３つまで選んでください。

　日常的な買い物は「島内の中心地区」と「居住地区内の店舗」が61.9％で最も多く、次いで「隣接地区
の店舗」が48.6％となっています。

問４．お住まいの地域の防災組織(自主防災組織など)や避難場所についてご存知ですか。
　　　１つ選んでください。

4.2%
1.8%

7.3% 32.3% 54.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に数回 月に数回 ほとんど利用しない 全く利用しない
(n=900)

61.9%

61.6%

48.6%

34.9%

5.5%

5.4%

1.8%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.島内の中心地区

1.居住地区内の店舗

2.隣接地区の店舗

5.インターネット通販

6.佐渡市外(新潟市など)

7.家族・知人に依頼

4.移動販売

8.その他

(n=903)

16.6% 48.5% 27.0% 8.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている ある程度知っている あまり知らない 全く知らない
(n=904)
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【満足度】

C．近年の社会課題・まちづくりテーマについて
問５・６．各テーマについて、現在の満足度と今後の重要度を、それぞれ5段階の中から
　　　　　最も近い評価を1つずつ選んでください。

　「C④消防・救急体制の強化」が満足とやや満足を合わせて41.0％と最も満足度が高く、次いで「C③防
災情報の充実」が39.7％となっています。
　一方で、満足度の低い項目として「A②子供の遊び場」「A④公共空間の安全」「B①医療・福祉施設の
充実」「B②公共交通の充実」「D⑤空き家・空き地対策」「D⑦公園や緑地の整備」で、半数以上の方が
不満・やや不満と答えています。
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2.5%

2.5%

0.8%
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2.6%

1.1%

2.0%

1.4%

3.2%

2.5%
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4.7%
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2.0%

4.4%
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6.0%
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8.9%
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23.4%

21.5%
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16.0%

18.3%

18.2%

11.7%
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24.5%

13.1%

21.3%

10.3%

28.5%

22.9%

34.8%

36.3%

14.8%

19.2%

29.4%

21.7%

28.3%

32.0%

20.3%

34.2%

32.8%

28.3%
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22.3%

21.7%

49.4%

34.9%

39.2%

22.2%

56.9%

57.2%

40.5%

47.3%
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42.0%

40.6%

50.1%
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32.9%
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48.0%

22.7%

14.5%

27.1%

21.7%

33.9%

13.5%

15.6%

23.6%

21.2%
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24.3%

22.9%
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30.9%
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23.6%
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24.6%
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26.2%

20.1%

20.8%

27.6%

29.8%

18.0%

32.7%

4.4%

28.6%

16.6%

17.2%

5.3%

5.9%

17.6%

10.7%

26.9%

30.0%

13.6%

9.4%

14.1%

9.8%

12.7%

12.5%

14.7%

8.1%

8.5%

16.1%

11.5%

6.5%

8.5%

5.7%

11.2%

9.8%

7.8%

7.5%

11.4%

35.1%

8.2%

20.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①保育の充実

②子供の遊び場（雨天や冬場を含む）

③小児医療の充実

④公共空間の安全（道路、公共施設など）

⑤学童保育の充実

⑥子育ての相談・支援体制

⑦経済的支援

⑧教育の充実（教育施設・地域クラブなど）

①医療・福祉施設の充実

②公共交通の充実（便数・運賃・運行ルートなど）

③買い物支援（移動販売、宅配ｻｰﾋﾞｽなど）

④見守り体制（地域による支えあいなど）

⑤住宅の充実（高齢者向けの住宅など）

⑥生きがいづくり支援（交流の場、活動の場など）

⑦ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを使用したｻｰﾋﾞｽ（ｵﾝﾗｲﾝ診療など）

①避難場所の整備・周知

②避難経路の整備（避難路・標識）

③防災情報の充実（ハザードマップなど）

④消防・救急体制の強化

⑤住宅や施設の耐震化支援

⑥治山・治水対策（砂防・河川改修）

⑦防災訓練・教育の充実

⑧消防団や防災組織の強化(人材確保・装備など)

⑨地域の共助体制強化（見守り・助け合い）

⑩電気・上下水道・電話などのライフラインの強化

①賑わい空間の整備

②歴史的建築物の保全・伝統的町並みの保全

③農村の自然景観の保全（田園、棚田など）

④海岸・河川の自然景観の保全

⑤空き家・空き地対策（適正管理、活用促進）

⑥看板・屋外広告物の規制

⑦公園や緑地の整備

満足 ほぼ満足 わからない やや不満 不満
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(n=872)

(n=866)

(n=871)
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【重要度】

　「B①医療・福祉施設の充実」が重要とやや重要を合わせて88.7％と最も重要度が高く、次いで「C①避
難場所の整備・周知」が88.6％、「C④消防・救急体制の強化」が87.3％となっています。

45.6%

37.8%

54.6%

42.0%

33.4%

39.3%

45.7%

37.6%

64.9%

45.0%

40.6%

37.2%

34.0%

30.5%

31.2%

52.9%

50.9%

49.2%

57.2%

49.4%

45.4%

41.2%

40.1%

39.0%

55.9%

22.7%

29.4%

28.3%

34.0%

48.4%

16.5%

33.6%

30.1%

38.0%

28.2%

39.8%

34.7%

32.1%

32.3%

35.5%

23.8%

36.2%

36.6%

38.6%

34.8%

39.0%

33.9%

35.7%

34.4%

34.9%

30.1%

34.5%

33.1%

40.0%

34.8%

38.9%

28.8%

36.5%

38.9%

38.1%

37.9%

32.7%

30.0%

41.8%

18.9%

15.9%

14.8%

12.1%

25.1%

23.4%

16.2%

18.8%

8.2%

10.9%

15.6%

15.4%

20.6%

18.5%

23.6%

6.2%

7.9%

8.0%

8.6%

9.5%

15.5%

10.9%

15.4%

12.6%

9.3%

20.7%

14.9%

15.5%

12.9%

10.5%

22.7%

8.9%

4.9%

7.8%

2.3%

5.5%

6.3%

4.5%

4.8%

7.4%

2.1%

6.4%

5.9%

7.0%

9.7%

9.5%

9.2%

4.5%

6.3%

7.3%

3.8%

5.7%

5.2%

7.3%

8.3%

8.1%

5.6%

16.9%

13.7%

15.3%

12.5%

7.0%

24.7%

13.1%

0.5%

0.6%

0.1%

0.6%

0.5%

0.6%

1.0%

0.6%

1.0%

1.5%

1.4%

1.7%

0.9%

2.4%

2.1%

0.7%

0.6%

0.6%

0.3%

0.9%

0.7%

0.6%

1.4%

1.4%

0.5%

3.3%

3.2%

2.8%

2.7%

1.3%

6.0%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①保育の充実

②子供の遊び場（雨天や冬場を含む）

③小児医療の充実

④公共空間の安全（道路、公共施設など）

⑤学童保育の充実

⑥子育ての相談・支援体制

⑦経済的支援

⑧教育の充実（教育施設・地域クラブなど）

①医療・福祉施設の充実

②公共交通の充実（便数・運賃・運行ルートなど）

③買い物支援（移動販売、宅配ｻｰﾋﾞｽなど）

④見守り体制（地域による支えあいなど）

⑤住宅の充実（高齢者向けの住宅など）

⑥生きがいづくり支援（交流の場、活動の場など）

⑦ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを使用したｻｰﾋﾞｽ（ｵﾝﾗｲﾝ診療など）

①避難場所の整備・周知

②避難経路の整備（避難路・標識）

③防災情報の充実（ハザードマップなど）

④消防・救急体制の強化

⑤住宅や施設の耐震化支援

⑥治山・治水対策（砂防・河川改修）

⑦防災訓練・教育の充実

⑧消防団や防災組織の強化(人材確保・装備など)

⑨地域の共助体制強化（見守り・助け合い）

⑩電気・上下水道・電話などのライフラインの強化

①賑わい空間の整備

②歴史的建築物の保全・伝統的町並みの保全

③農村の自然景観の保全（田園、棚田など）

④海岸・河川の自然景観の保全

⑤空き家・空き地対策（適正管理、活用促進）

⑥看板・屋外広告物の規制

⑦公園や緑地の整備

重要 やや重要 わからない あまり重要でない 重要でない
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(n=854)

(n=856)

(n=854)
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【その他】 ・教育環境の充実（選択肢やイベント、いじめ対策など）(4)

・子育て、介護と仕事の両立が出来る環境や理解(２)

・特色を活かして差別化(２) など

【その他】 ・道路の整備（電柱地中化、段差等改善、通行止区間解消、ラウンドアバウト化など）(7)

・公共交通の充実(４)

・歩道や沿道の草刈り(2) など

問７．働きやすさ・学びやすさに配慮した都市づくりを進めるうえで、重要だと思うことを
　　　３つまで選んでください。

　働きやすさ・学びやすさのために重要なこととして「安全・安心な環境」が67.7％で最も多く、次いで
「移動の選択肢」が56.5％となっています。

問８．移動がしやすく、安全な環境をつくるために、重要だと思うことを
　　　３つまで選んでください。

　移動がしやすい安全な環境のために重要なこととして「冬期の除雪の充実」が59.2％で最も多く、次い
で「車道の幅員」が40.7％となっています。

67.7%

56.5%

48.9%

42.7%

35.8%

24.1%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5.安全・安心な環境(防犯、交通安全など)

2.移動の選択肢

(バス、自転車道など交通手段の充実)

1.職場や学校への距離が近い

3.通勤・通学地周辺での商業施設、飲食店の有無

4.インターネット環境の充実

(在宅リモート勤務・オンライン授業など)

6.静かで落ち着いた環境

7.その他

(n=885)

59.2%

40.7%

37.0%

34.3%

28.8%

27.2%

20.4%

17.3%

10.7%

8.7%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5.冬期の除雪の充実

1.車道の幅員(道幅の確保)

10.高齢ドライバー対策

(免許返納や安全運転の支援など)

2.歩道の整備（スクールゾーンなど）

4.走りやすい路面状態

9.交通安全施設の整備

(街灯、信号機、道路標示、ガードレールなど)

8.各種施設での駐車場の確保

3.自転車道の整備

6.ガソリンスタンドの維持・配置

7.街路樹・植栽の整備

11.その他

(n=890)
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【その他】 ・人口減少、活力低下(6) ・草木の放置(3) ・野生動物の繁殖 ・におい など

【その他】 ・草刈りや泥上げ、海岸清掃など（5） ・ボランティア活動（2）

・防災訓練（2） ・高齢者への声掛け など

　地域の活動に「毎月参加」は6.6％ですが、最低でも年１回以上参加している方は約61％となっていま
す。

問９．お住まいの地域で空き家が増えることについて、どのような問題を感じますか。
　　　あてはまるものをすべて選んでください。

　空き家の増加に対する問題として、「倒壊・落下物の危険」が85.5％で最も多いです。

問１０．お住まいの地域の活動(町内会活動、清掃活動、祭りなど)にどの程度参加して
　　　　いますか。１つ選んでください。

問１１．問10で「1～3. 参加」を選んだ方にお聞きします。
　　　　参加している地域活動について、あてはまるものをすべて選んでください。

　「祭り・イベント」が62.9％で最も多く、次いで「町内会議」が51.2％となっています。

85.5%

57.1%

54.4%

52.3%

51.2%

2.0%

2.7%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.倒壊・落下物の危険

1.火災・延焼の危険

3.防犯上の不安

5.衛生面の問題(害虫・害獣など)

2.風致・景観の悪化

6.その他

7.特に問題は感じない

8.わからない

(n=895)

6.6% 35.6% 18.5% 30.4% 3.0% 5.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎月参加 年2回以上参加 年1回参加
参加していない 地域に活動がない 活動の情報が届かない

(n=895)

62.9%

51.2%

37.8%

34.3%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.祭り・イベント

1.町内会議(総会、役員会など)

2.公園・施設の管理(草刈り、清掃など)

3.美化活動(道路など)

5.その他

(n=539)
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【その他】 ・火災（消化速度、空き家・草木の管理不足、たばこのポイ捨てなど）(3)

・道路の悪化(2) ・暴風による高波 ・水道管凍結 ・原発事故 など

【その他】 ・安全性は最優先だが個人負担はつらい ・必要な箇所は早く整備していく

・国が必要な予算を出すべき ・下水道等の加入率を上げる など

問１２．お住まいの地域で、不安を感じる災害はありますか。
　　　　あてはまるものをすべて選んでください。

　不安を感じる災害は「地震」が72.6％で最も多く、次いで「風水害」が58.2％、「火災」が50.9％と
なっています。

問１３．佐渡市の道路・橋梁・上下水道などのインフラ施設は老朽化が進んでおり、これから
　　　　の更新や維持管理には相応の費用負担が見込まれます。一方、人口減少により利用が
　　　　少なくなっているインフラ施設もあります。こうした状況を踏まえた将来のインフラ
　　　　施設のあり方について最も近いものを１つ選んでください。

　将来のインフラ施設のあり方として「優先順位をつけるべき」が34.2％で最も多く、次いで「一部の統
廃合はやむを得ない」が26.7％となっています。

72.6%

58.2%

50.9%

45.9%

37.1%

30.8%

5.9%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.地震

4.台風、大雨などの風水害

6.火災

2.津波

5.大雪による被害

3.土砂災害(がけ崩れ、地すべりなど)

7.特に不安はない

8.その他

(n=898)

15.3% 26.7% 34.2% 6.0% 3.4% 5.4% 8.1% 1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安全性を最優先し、費用がかかってもすべて維持すべき

利用頻度や重要度を考慮し、一部の統廃合はやむを得ない

地域の実情や住民の意見を踏まえて優先順位をつけるべき

新技術の活用で効率的に管理すべき

維持管理の負担を住民と行政の協働で分担すべき

民間の力を活用して、より効率的・効果的に進めるべき（民間委託やPFIの検討）

わからない

その他

(n=878)
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【その他】 ・医療体制（待ち時間が長い、病気によっては島内で対応できない）（5）

・近所づきあい、地域のしがらみ（4）

・幼稚園や学校の量や質（3）

・島外への移動が負担（3） など

D．住みやすさについて  
問１４．生活環境、交通、医療、福祉、教育など、総合的に考えて、現在の佐渡市はどの程度
　　　　住みやすいと感じますか。１つ選んでください。

　「住みやすい」「どちらかというと住みやすい」を合わせて約44％となっています。

問１５．問14で「4～5.住みにくい」を選んだ方にお聞きします。
　　　　住みにくいと感じる理由を３つまで選んでください。

　住みにくい理由としては「医療機関が少ない」が65.6％で最も多く、次いで「買い物が不便」が53.4％
となっています。

9.7% 34.2% 27.0% 21.9% 7.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住みやすい どちらかというと住みやすい どちらともいえない やや住みにくい 大変住みにくい
(n=883)

65.6%

53.4%

41.9%

40.7%

31.2%

12.6%

11.1%

9.9%

4.3%

7.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.医療機関が少ない(病院、診療所など)

1.買い物が不便(店が少ない、遠いなど)

4.働く場所が少ない

3.公共交通が不便(バスの本数が少ない、運行時間など)

5.娯楽施設が少ない(映画館、カラオケなど)

9.空き家が多い(景観悪化、防犯上の不安など)

8.除雪対応が不十分(除雪が遅い、雪捨て場がないなど)

7.道路整備が不十分(道幅が狭い、舗装状態など)

6.話し相手が近くにいない(近所付き合いが少ないなど)

10.その他

(n=253)
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【その他】 ・交通利便性（手段の充実、サービス拡充）（6） ・天候に左右されない遊び場所（3）

・買い物や医療福祉等が一つになった複合施設（2） ・働く場所（2）

・塾や習い事（2） ・人口を増やさないと難しい（2）

・自転車専用レーン ・医療の質

・地域による偏りの解消 ・人工物を増やさず自然環境を維持 など

問１６．今後、佐渡市で充実させる必要があると思う施設等を３つまで選んでください。

　今後充実させる必要がある施設等として「医療施設」が75.0％で最も多く、次いで「福祉施設」が
40.7％、「商業施設」が40.1％となっています。

問１７．今後、どこに住みたいと考えていますか。最もあてはまるものを１つ選んでください。

　住み続けたいと答えた方は約72％であり、佐渡市外に移りたいと答えた方は約15％となっています。

75.0%

40.7%

40.1%

20.0%

19.5%

19.0%

14.6%

13.0%

8.4%

7.7%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.医療施設(病院、診療所など)

3.福祉施設(介護施設、福祉センターなど)

1.商業施設(スーパー、商店など)

4.子育て支援施設(保育園、子育て支援センターなど)

10.全世帯通信インフラ(光回線、Wi-Fiなど)

8.公園・広場

6.スポーツ・レクリエーション施設(体育館、運動場など)

5.教育施設(学校、図書館など)

9.行政窓口(市役所、支所など)

7.文化施設(ホール、美術館、博物館など)

11.その他

(n=872)

35.3% 22.9% 13.5% 2.2%
0.5%

13.3% 2.0% 10.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ずっと佐渡市に住み続けたい 当面は佐渡市に住み続けたい

佐渡市内の同じ地区に住み続けたい 佐渡市内の別の地区に移りたい

すぐにでも佐渡市内の別の地区に移りたい 佐渡市外(島外)に移りたい

佐渡市外(島外)に移りたいが、将来的には戻ってきたい まだわからない

(n=881)
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【その他】 ・現状に満足、不満はない（4） ・年齢や金銭的に移住が難しい（3）

・住み慣れているから（2） ・家族やペットがいるから（2） など

【その他】 ・島外出身のため（4） ・船移動が大変、不安（4） ・給料が低く、物価が高い（2）

・島外に親族がいる（2） ・進学や就職のため（2） ・人口減少で未来を感じない など

問１８．問17で「1～３.住み続けたい」を選んだ方にお聞きします。
　　　　住み続けたい理由を3つまで選んでください。

　住み続けたい理由としては「住まいの基盤がある」が61.9％で最も多く、次いで「自然環境が魅力」が
43.3％となっています。

問１９．問17で「４～7. 移りたい」を選んだ方にお聞きします。
　　　　移りたい理由を3つまで選んでください。

　移りたい理由としては「食・買い物の選択肢が少ない」が45.4％で最も多く、次いで「医療・介護の選
択肢やアクセス不足」が35.5％となっています。

61.9%

43.3%

24.7%

22.9%

19.9%

18.2%

18.0%

16.2%

9.7%

9.6%

4.9%

3.2%

2.2%

1.4%

0.5%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9.家・土地があり住まいの基盤がある

1.自然環境（海・山・四季）が魅力

5.人間関係・地域のつながりが良い

2.食が豊かで農林水産物も魅力

6.佐渡市への愛着・誇りがある

15.老後までここで暮らしたい

13.親の介護・見守りのため

7.仕事・事業の継続が可能

4.治安・防災面で安心できる

3.歴史や文化・伝統に魅力を感じる

10.生活費が手ごろで日常利便も良い

14.子の進学・卒業の時期まで住みたい

11.交通・通信が確保され移動しやすい

12.医療・介護・福祉が充実しアクセス良し

8.子育て支援・教育環境に満足

16.その他

(n=628)

45.4%

35.5%

24.3%

23.0%

21.7%

15.8%

15.1%

13.2%

9.2%

7.9%

4.6%

3.9%

3.3%

2.6%

2.6%

15.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.食・買い物の選択肢が少ない

12.医療・介護の選択肢やアクセス不足

14.本人・家族の進学等で他地域が適切

7.仕事機会が少ない・通勤が不便

10.生活費が高い・日常の利便が不足

5.人間関係・コミュニティが合わない

3.自分に合う文化的環境が他地域にある

6.現在の地区への愛着が薄い

8.子育て・教育環境は他地域が良い

15.転職・結婚などで住み替えたい

13.親族の介護・見守りで拠点移動が必要

1.自然環境（景観・騒音・災害）が合わない

9.住まい条件が合わない・住替え困難

4.治安や防災面に不安がある

11.インターネット通信などの接続が不便

16.その他

(n=152)
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【その他】 ・労働環境の整備(3） ・飛行機の航路拡充(3） ・魅力発信(2）

・学校や企業等との協働(2） ・事業継承、後継者育成(2） ・復職支援 など

【その他】 ・地域活動での負担軽減（4） ・子育て環境の充実（2） ・住民のニーズを聞く（2）

・子どもの地域への愛着を育てる ・維持費、活動費の確保 ・住居の集中化 など

　産業を活性化させるために必要なこととして「若者の雇用創出」が69.7％で最も多く、次いで「農林水
産業の振興」が55.8％となっています。

E．将来のまちづくりについて  
問２０．今後の人口減少を踏まえた「公共施設や生活サービスの配置の考え方」について、
　　　　最も近いものを１つ選んでください。

　公共施設や生活サービスの配置の考え方として、「拠点集中」と「拠点集中＋地域資源活用」を合わせて
約48％となっています。

問２１．佐渡市の産業を活性化させるために必要だと思うことを３つまで選んでください。

問２２．人口減少が進む中で、町内や集落を維持・活性化していくために必要だと思うことを
　　　　３つまで選んでください。

　町内や集落を維持・活性化していくために必要なこととして「利便性向上」が64.5％と最も多く、次い
で「若者の定住促進」が61.1％、「空き地・空き家・空き店舗の活用」が50.8％となっています。

13.7% 34.3% 25.2% 10.3% 16.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

拠点集中 拠点集中＋地域資源活用 分散・均衡 現状維持 わからない（判断できない）

(n=868)

69.7%

55.8%

35.3%

33.3%

31.6%

18.9%

13.4%

4.0%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.若者の雇用創出(働ける場づくり)

1.農林水産業の振興(担い手育成、販路拡大など)

2.観光振興

6.移住・定住促進(UIターンなど)

3.企業誘致

4.起業支援(新規事業の立ち上げなど)

5.二地域居住…

8.外国人材による労働力確保

9.その他

(n=890)

64.5%

61.1%

50.8%

46.1%

22.9%

13.5%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.利便性向上 (買い物、交通、医療など)

5.若者の定住促進

4.空き地・空き家・空き店舗の活用

1.移住者の受入れ促進

3.地域活動の活性化(祭り、イベントなど)

6.隣接集落との連携・統合

7.その他

(n=887)
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【その他】 ・若者の雇用 ・地域経済への還元 ・SNS等でのPR など

【その他】 ・佐渡汽船の値下げ（5） ・特色を活かした差別化（3） ・接客態度の改善（3）

・市民や事業者の意識改革（2） ・ごみや騒音対策 ・医療の充実

・ポケふた ・富裕層目当てだけにならない など

問２３．佐渡を訪れたり応援してくれる市外の人々（関係人口）を増やすことで、
　　　　どのような効果を期待しますか。期待するものを３つまで選んでください。

　関係人口の増加に期待するものとして「移住・定住につながる人の増加」が63.2％で最も多く、次いで
「観光客の増加やリピーターの拡大」が59.8％となっています。

問２４．佐渡市の観光振興を進めるうえで重視すべきだと思うことを３つまで選んでください。

　観光振興で重視することとして「交通アクセス改善」が42.7％で最も多く、次いで「宿泊施設の充実が
37.1％、「景観の保全・整備」が36.4％、「飲食店の充実」が34.6％となっています。

63.2%

59.8%

40.8%

32.7%

25.0%

21.7%

8.7%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.移住・定住につながる人の増加

1.観光客の増加やリピーターの拡大

2.特産品の販路拡大(佐渡産品の購入者増加)

5.企業進出や起業の増加（サテライトオフィス等）

4.地域活動の担い手(祭り、イベント、ボランティアなど)

6.ふるさと納税・寄付など継続的な資金支援

7.特に期待しない

8.その他

(n=892)

42.7%

37.1%

36.4%

34.6%

23.5%

18.9%

18.8%

17.9%

13.7%

12.2%

8.6%

7.7%

6.4%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

8.交通アクセス改善（移動手段・利便性）

6.宿泊施設の充実

2.景観の保全・整備

11.飲食店の充実（食の魅力向上）

7.観光施設の充実

1.観光人材の育成（ガイド・事業者）

4.地域経済への還元

5.住民生活との調和

9.情報発信の強化（PR・SNSの活用）

13.伝統文化の継承

10.体験型観光の充実

3.混雑対策（受入制限・案内誘導）

12.イベントの充実

14.その他

(n=885)
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【良くなったこと】

【その他】 ・バスやレンタカー利用者が増えた（2） ・外国の方と接する機会が増えた

・一部の店に集中して観光客が増えた ・観光地以外では違いを感じない など

【不満や不安に感じるようになったこと】

【その他】 ・佐渡汽船や飲食店、ホテルなど市民が利用しにくくなった（7） ・道路の混雑（6）

・一部の地域や店舗にしか影響がない（4） ・モラルや治安の悪化（4） など

問２５．「佐渡島の金山」の世界遺産登録後、観光客が増加したことで、暮らしにどのような
　　　　変化がありましたか。それぞれについて、あてはまるものをすべて選んでください。

　観光客の増加により良くなったことは「特にない」が71.8％で最も多く、次いで「新しい店や施設が増
えた」が16.6％となっています。

　観光客の増加により不満・不安に感じることは「特にない」が63.5％で最も多く、次いで「飲食店が混
雑、予約も取りにくくなった」が16.5％となっています。

71.8%

16.6%

9.6%

8.2%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.特にない

3.新しい店や施設が増えた

2.地域の賑わいやコミュニティが向上した

1.地域内の消費が増えた

5.その他

(n=887)

63.5%

16.5%

12.3%

10.2%

6.9%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5.特にない

2.飲食店が混雑、予約も取りにくくなった

4.佐渡航路が混雑、予約も取りにくくなった

1.地域のごみが増え、環境面が悪化した

3.無断で敷地内に入る観光客が増えた

6.その他

(n=879)
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